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１．背景および目的

発表者らは学部生・院生への創造教育と高大連

携を同時に実現することを目的とした高大院連

携出張講義を実施してきた 。院生と学部生に

よる グループが主体的に高校生を指導する方

法をとり、教えることによる学びを活用した効果

的な教育法を検討している。今年度は、従来のよ

うに研究室配属された大学院生と学部 年生の

グループに加え、コミュニケーション力の向

上を意図して昨年度に新設した科目「科学技術コ

ミュニケーション」および教職科目「理科教育法」

の受講生が高校生を指導するクラスを設け、授業

の一環として「教えることによる学び」を実践し

た。

２．資料作成と模擬授業

大学院先端技術科学教育部化学機能創生コー

スで昨年度に新設した「科学技術コミュニケーシ

ョン」では、学生自身の研究分野に関連する専門

的内容を、他分野の学生や高校生等の多様な相手

に説明する技術を修得することを目的としてい

る 。対象は博士前期課程の 年次であるが、早

期履修の規則に従って理工学部応用化学システ

ムコース 年次の学生も希望すれば履修するこ

とが可能であり、本年度は 名の学部生が履修し

た。

高大連携の対象高校として、過去 年間の連

携実績を持つ徳島県立徳島科学技術高校で例年

通りの実施を計画した。一昨年度から低学年次の

として理工学部 年次の教職科目「理科教育

法 」の受講者が参加し、ある程度の効果が確認

できたことから、今年度も引き続き同科目の受講

生から希望者を募って実施した。今回は、事前に

高校生への指導を想定した模擬授業を行い、実験

指導の練習を行った。模擬授業を体験した感想を

いくつか例示する。

・生徒の目を見て話すことで生徒のリアクション

がわかり、内容を理解できているかの判断ができ

ることを知った

・他の人の授業を受けることで、声の大きさ、話

すスピード、目を見て話すことの重要性がわかっ

た

・「自分ならこうする」などと考えながら見るこ

とができた

アクティブラーニング自体についての意見も複

数見られた。

・アクティブラーニングで自分から授業に参加す

ることができ、効果的であると感じた

・将来教員になった時に 今回のように 他の人の

評価ができる授業もとりいれていきたい

３．出張講義の実施

徳島科学技術高校での出張講義は、従来と同様

に 年生３班編制でローテーションにより行っ

た。実験テーマは既報 を元に、３つの実験室に

分かれて 分間で実験を体験させた。

受講した生徒に全体的な感想と各実験への興

味を４段階評価のアンケートで尋ねた結果、生徒

名のうち、今回の出張講義を受けた感想とし

て「とてもおもしろかった」または「おもしろか

った」と回答した生徒が 名、「あまりおもしろ

くなかった」が 名、「まったくおもしろくなか

った」は 名であった。各テーマもほぼすべての

生徒が「とてもおもしろかった」または「おもし

ろかった」と回答した。特に、「科学技術コミュ

ニケーション」と「理科教育法」受講生が指導を

担当した実験テーマで「とてもおもしろかった」

と回答した生徒の数が最も多かった。また、実験

の内容や指導についての具体的なコメントでは、

個々の実験テーマ別での記述は少なく、全体的な

感想が多かった。指導について良かった点として
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ニケーション」と「理科教育法」受講生が指導を

担当した実験テーマで「とてもおもしろかった」

と回答した生徒の数が最も多かった。また、実験

の内容や指導についての具体的なコメントでは、

個々の実験テーマ別での記述は少なく、全体的な

感想が多かった。指導について良かった点として

半数近くの生徒が「説明がわかりやすかった」と

記載していたことと、悪かった点として数人が

「少し早口だった」と記載しているのみで、他に

は改善を要する指摘がなかったことから、どの実

験室でも同様に適切な指導が行われていたこと

がわかる。複数の生徒が良かった点として挙げて

いたのは「優しく教えてくれた」「質問に丁寧に

答えてくれた」「説明が丁寧だった」などがあり、

院生も学部生も指導者としての評価が高いこと

が伺えた。これらのことから、同校での出張講義

は の役割分担や引継が機能しており、毎年安

定して実施できていると考えられる。

一方、実施方法については多少の改善すべき点

の指摘があった。「時間が短かった」「質問が十分

にできなかった」「スライドや黒板の説明が早す

ぎた」「専門用語が多かった」などのコメントか

ら、少数ではあるが十分に理解できなかった生徒

もいたことがわかる。理解度を確認しながらゆっ

くり説明するための練習や、資料の準備において

高校での学習内容を確認しておくことなどが必

要と思われる。

実験の後で、小グループに が加わった懇談

を実施した。実験に関する質疑応答もできるが、

高校生の興味は大学生の勉強や日頃の生活など

が中心であり、大学生や院生は先輩として自身の

体験を説明して交流を行った。高校生の感想には

「座談会がよかった」「大学の雰囲気を知ること

ができた」「勉強以外の大学生活について教えて

くれた」など、大学生との交流が良い印象を与え

るとともに、進学意欲を高める役割も果たしてい

る。年齢が近い低年次の学生が参加することで、

これまでよりもさらに話しやすい雰囲気を提供

できた。大学院生から低年次の学生まで広く参加

することで、専門的な説明から身近な体験談まで、

幅広い疑問や話題に対応でき、高校生の評価も高

くなる結果が得られた。本講座を受講した高校生

が卒業後に徳島大学に入学して として参加し

た例も今回を含め複数回実現している。さらに連

携をスムーズに行うために多様な学生が参加で

きるように実施形態の改善を続けている。
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